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近藤勇が乙骨彦十郎宛に発給した天然理心流切紙
文久元年（1861）

1996年撮影・当時大野嶺生氏所蔵。残念ながら、その後大野家伝来の資料はすべて
失われ、現存しないとのことである。この写真には写っていないが、さらに「試合口
三本/一柄之事/一先之事/応之事/一草位/一柄砕　三組/一鐺拵　二組」という７行分
が右側に残っていた。
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維
新
後
に
沼
津
に
移
住
し
た
旧
幕
臣
に
大
野
鳴
石
（
藤

十
郎
、
一
八
一
〇
～
九
七
）
と
い
う
人
物
が
い
た
。
幕
末

に
作
事
奉
行
支
配
組
頭
・
工
兵
差
図
役
頭
取
な
ど
を
つ
と

め
た
ほ
か
、
俳
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
（『
近
世
・
近
代
ぬ

ま
づ
の
俳
人
た
ち
』）。
そ
の
子
大
野
伴
三
（
辰
之
助
）
は

沼
津
兵
学
校
暫
定
生
徒
や
沼
津
学
校
附
属
・
二
等
勤
番
組

と
な
っ
た
ほ
か
、
も
う
一
人
の
子
大
野
当
儀
（
一
八
四
六

～
一
九
一
六
）
も
沼
津
兵
学
校
に
学
び
、
廃
藩
後
は
沼
津

近
辺
の
小
学
校
教
師
を
歴
任
し
た
（
拙
稿
「
沼
津
兵
学
校

関
係
人
物
履
歴
集
成
」『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
22
）。

こ
の
大
野
家
に
伝
来
し
た
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
後

に
新
選
組
局
長
と
な
る
近
藤
勇
（
昌
宜
）
が
、
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
一
一
月
二
八
日
に
乙
骨
彦
十
郎
と
い
う
人
物

に
与
え
た
剣
術
の
巻
物
が
あ
っ
た
。
前
半
部
分
が
欠
損
し

て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
か
ら
判
断
し
（
小
島
資

料
館
蔵
の
嘉
永
二
年
九
月
近
藤
周
助
邦
武
発
給
小
島
鹿
之

助
宛
切
紙
と
比
較
）、「
切
紙
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

切
紙
と
は
、
目
録
や
免
許
に
進
む
前
の
、
剣
術
に
お
け
る

初
級
段
階
の
資
格
で
あ
る
。
近
藤
勇
は
天
然
理
心
流
宗
家

四
代
目
を
継
い
だ
ば
か
り
の
時
期
で
、
浪
士
組
（
後
の
新

選
組
）
に
参
加
し
上
洛
す
る
の
は
二
年
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
近
藤
に
師
事
し
た
こ
の
乙
骨
彦
十
郎
と
い
う

幕
臣
の
こ
と
で
あ
る
。
富
士
見
御
宝
蔵
番
を
つ
と
め
た
太

郎
左
衛
門
を
祖
父
、
西
丸
御
裏
御
門
番
与
力
を
つ
と
め
た

太
郎
左
衛
門
を
父
に
持
ち
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
五

月
に
家
督
、
父
と
同
じ
職
を
奉
じ
（『
江
戸
幕
臣
人
名
事

典
』）、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
時
点
で
は
四
谷
北
寺
町

の
一
四
〇
坪
余
の
屋
敷
に
住
ん
で
い
た
（『
諸
向
地
面
取
調

書
』）。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
二
三
歳
だ
っ
た
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
の
で
、
切
紙
を
受
け
た
時
は
二
五
歳
で

あ
り
、
師
近
藤
よ
り
三
歳
ほ
ど
年
下
だ
っ
た
。
維
新
後
は

静
岡
藩
士
と
な
り
、
遠
州
横
須
賀
の
割
付
（『
駿
藩
各
所
分

配
姓
名
録
』）、
明
治
二
年
五
月
時
点
で
は
三
等
勤
番
組
と

し
て
駿
府
研
屋
町
磯
谷
屋
長
兵
衛
方
に
仮
寓
し
（『
静
岡
市

史
　
近
代
史
料
』）、
後
に
宿
駅
掛
に
配
属
さ
れ
、
宿
駅
詰

下
役
と
し
て
蒲
原
宿
で
勤
務
し
た
（『
静
岡
御
役
人
附
』）。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
一
〇
月
二
七
日
、
静
岡
か
ら
東

京
へ
向
か
っ
た
渋
沢
栄
一
は
、
蒲
原
宿
で
昼
食
を
と
っ
た

が
、「
同
所
詰
乙
骨
彦
十
郎
と
い
ふ
者
、
前
田
重
吾
縁
者
な

る
か
旅
店
に
来
り
面
話
す
」
と
日
記
に
記
し
た
（『
渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
』
第
二
巻
）。
常
平
倉
（
静
岡
商
法
会
所
）
で

渋
沢
の
部
下
だ
っ
た
前
田
重
吾
と
い
う
藩
士
の
縁
者
だ
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

同
じ
頃
、
静
岡
藩
に
は
、
会
計
掛
に
属
し
貫
目
改
所
詰

筆
生
を
つ
と
め
た
「
乙
骨
彦
八
郎
」
と
い
う
別
人
が
存
在

し
た
。
彼
は
後
に
乙
骨
安
民
と
改
名
し
、
静
岡
藩
史
生
（
明

治
三
年
閏
一
〇
月
）、
大
蔵
省
等
外
二
等
附
属
（
六
年
三

月
）、
租
税
寮
十
五
等
出
仕
（
七
年
一
二
月
）、
関
税
局
九

等
属
（
一
一
年
二
月
）
と
い
っ
た
経
歴
を
た
ど
り
、
一
二

年
（
一
八
七
九
）
に
没
し
て
い
る
（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
太

政
類
典
　
第
三
編
」）。

同
姓
の
沼
津
兵
学
校
二
等
教
授
乙
骨
太
郎
乙
の
家
系
に

つ
い
て
は
、
武
田
遺
臣
の
初
代
太
郎
左
衛
門
安
利
、
二
代

彦
十
郎
安
一
、
三
代
太
郎
左
衛
門
安
道
、
四
代
太
郎
左
衛

門
安
良
、
五
代
太
郎
左
衛
門
安
蔵
、
六
代
半
右
衛
門
安
雄
、

七
代
彦
十
郎
安
承
、
八
代
太
郎
左
衛
門
安
勝
、
九
代
半
右

衛
門
安
知
、
一
〇
代
太
郎
左
衛
門
安
定
、
一
一
代
彦
四
郎

（
耐
軒
）
と
続
い
た
家
の
一
二
代
目
と
す
る
文
献
（
永
井
菊

枝
『
小
伝
乙
骨
家
の
歴
史
』）
と
、
太
郎
左
衛
門
安
利
（
元

和
二
年
没
）
→
中
略
→
六
蔵
（
享
保
一
二
年
没
）
→
半
右

衛
門
安
雄
（
安
永
八
年
没
）
→
六
蔵
安
勝
（
寛
政
五
年
没
）

→
半
右
衛
門
安
忠
（
天
保
一
二
年
没
）
→
耐
軒
（
安
政
六

年
没
）
→
太
郎
乙
と
す
る
文
献
（『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百

科
事
典
』
第
一
巻
）
も
あ
る
。
乙
骨
太
郎
乙
家
文
書
に
含

ま
れ
る
由
緒
書
・
親
類
書
に
よ
れ
ば
、
半
右
衛
門
安
忠
に

は
婿
養
子
耐
軒
と
は
別
に
、
実
子
半
十
郎
（
西
丸
御
徒
か

ら
浪
人
、
安
政
五
年
時
点
で
故
人
）
が
お
り
、
半
十
郎
に

は
鼎
三
郎
・
鈴
之
助
と
い
う
息
子
た
ち
が
い
た
こ
と
も
わ

か
っ
て
い
る
。
西
丸
御
裏
御
門
番
与
力
を
つ
と
め
た
彦
十

郎
や
乙
骨
安
民
の
家
と
の
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

西
丸
御
裏
御
門
番
与
力
を
つ
と
め
た
彦
十
郎
が
先
祖
「
彦

十
郎
」
の
通
称
を
襲
名
し
て
い
る
点
に
注
目
す
る
と
、
彼

の
ほ
う
が
本
家
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
寛
政
譜

以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
第
一
巻
で
も
、
太
郎
乙
家
は
彦

十
郎
家
の
分
家
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

肝
心
の
天
然
理
心
流
を
学
ん
だ
乙
骨
彦
十
郎
の
そ
の
後

の
消
息
は
わ
か
ら
な
い
。
彦
十
郎
宛
の
切
紙
が
大
野
家
に

残
さ
れ
て
い
た
理
由
も
不
明
で
あ
る
。
駿
東
郡
元
長
窪
村

の
旧
幕
臣
集
住
地
「
御
長
屋
」
に
移
住
し
た
藩
士
に
「
乙

骨
安
直
」
が
い
た
が
（『
長
泉
郷
土
誌
』）、
そ
れ
が
彦
十
郎

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
？
　
安
直
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九

八
）
時
点
で
も
健
在
で
、
旧
幕
臣
の
親
睦
団
体
・
旧
交
会

の
豊
多
摩
郡
担
当
の
幹
事
だ
っ
た
（『
旧
交
会
々
員
宿
所
姓

名
録
』）。�

（
樋
口
雄
彦
）
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江
原
素
六
が
明
治
初
年
の
こ
と
を
回
想
し
た
中
に
、
以

下
の
よ
う
な
内
容
が
あ
る
（『
自
叙
伝
　
予
の
受
け
た
る
境

遇
と
感
化
』・
一
九
六
六
年
・
江
原
素
六
先
生
顕
彰
会
、
原

本
は
『
現
代
名
流
自
伝
』・
一
九
〇
八
年
・
新
公
論
社
）。

藩
の
少
参
事
に
任
命
さ
れ
る
た
め
静
岡
に
赴
い
た
際
の
こ

と
。「
銚
子
に
吹
付
け
ら
れ
た
脱
走
連
中
」、
す
な
わ
ち
銚

子
沖
で
沈
没
し
た
榎
本
武
揚
率
い
る
脱
走
艦
隊
の
一
隻
・

美
加
保
丸
の
乗
船
者
た
ち
の
一
部
は
、
新
政
府
軍
に
降
伏

し
、
藩
に
引
き
取
ら
れ
て
い
た
。
謹
慎
生
活
を
送
る
こ
と

と
な
っ
た
静
岡
の
牢
屋
内
で
は
帯
刀
を
許
さ
れ
な
か
っ
た

が
、「
高
野
」
と
い
う
人
物
は
「
大
小
だ
け
は
落
し
た
く
な

い
」
と
刀
を
差
し
出
す
こ
と
を
拒
否
し
た
。
す
る
と
藩
の

役
人
は
、い
き
な
り
抜
刀
し
て
高
野
を
斬
り
捨
て
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
「
殺
伐
」
で
「
至
極
惨
酷
」
な
一
部
始
終
を
知
っ

た
江
原
は
、
絶
対
に
使
う
ま
い
と
決
め
て
い
た
持
ち
金
を
、

死
ん
だ
高
野
の
見
舞
金
に
し
た
と
い
う
。

右
に
登
場
す
る
高
野
と
い
う
旧
幕
臣
は
熊
之
助
と
い
う

名
前
で
、
沼
津
兵
学
校
生
徒
と
な
っ
た
後
の
政
治
家
島
田

三
郎
と
も
ご
く
親
し
い
仲
だ
っ
た
。
島
田
の
回
想
（「
同
方

会
賛
成
の
旨
趣
」『
同
方
会
報
告
』
第
四
号
、
一
八
九
七

年
）
に
よ
れ
ば
、
同
じ
芳
野
金
陵
門
下
で
、「
昇マ
マ

平
学
校
の

書
生
で
幕
府
小
臣
の
厄
介
た
り
し
高
野
熊
之
助
と
云
ふ
人
」

は
、「
五
六
歳
ほ
ど
上
で
あ
る
が
此
人
は
其
当
時
書
生
仲
間

の
暴
れ
も
の
ゝ
隊
長
で
あ
つ
た
」
と
い
い
、「
武
術
も
達
者

で
激
烈
な
る
鎖
港
家
で
又
水
戸
学
崇
拝
の
人
」
だ
っ
た
。

そ
し
て
戊
辰
の
時
は
、「
奥
羽
の
役
会
津
仙
台
に
行
き
再
び

東
京
に
帰
つ
て
参
り
夫
か
ら
箱
館
へ
行
く
と
云
つ
て
船
に

江
原
素
六
と
そ
の
周
辺 

69

高
野
熊
之
助
の
死
と
江
原
素
六

乗
つ
た
が
銚
子
で
破
船
し
て
遂
に
静
岡
に
至
り
不
幸
の
変

死
を
遂
げ
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
外
国
風
を
嫌
う
「
頑
固

者
」
だ
っ
た
高
野
の
影
響
か
ら
、
島
田
も
「
鎖
港
主
義
」

だ
っ
た
が
、
脱
走
前
に
高
野
が
言
い
残
し
た
、
将
来
の
あ

る
者
は
洋
学
を
学
ぶ
べ
し
と
の
言
葉
に
感
服
し
、
攘
夷
思

想
か
ら
脱
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。
芳
野
塾
の

門
人
録
（「
芳
野
金
陵
家
塾
「
逢
原
堂
」
門
人
録
の
翻
印
」

『
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
』
51
）

に
よ
れ
ば
、
高
野
の
入
門
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
で

あ
り
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
八
月
入
門
の
島
田
に
と
っ

て
は
大
先
輩
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
島
田
の
証
言
で
は
高
野
は
静
岡
で
変
死
し
た
と

い
う
が
、
江
原
の
回
想
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
の
で
あ
る
。
江
原
が
属
し
た
幕
府
陸
軍
の
撒
兵
隊
の

慶
応
四
年
三
月
時
点
で
の
士
官
名
簿
に
は
、
交
際
総
括
・

差
図
役
下
役
と
し
て
高
野
熊
之
助
の
名
前
が
あ
る
こ
と
か

ら
（
拙
稿
「
江
原
素
六
の
戊
辰
時
脱
走
抗
戦
関
係
史
料
」

『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
33
）、
も
と
も
と
二
人
は
知
り
合

い
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。　
慶
応
四
年
九
月
、
山
岡
鉄
太
郎

（
鉄
舟
）
が
新
政
府
に
対
し
、
自
訴
し
た
美
加
保
丸
の
乗
組

者
四
八
名
に
つ
い
て
謹
慎
さ
せ
る
こ
と
を
願
い
出
た
書
類

に
も
、「
元
撒
兵
差
図
役
下
役
高
野
熊
之
助
」
の
名
が
含
ま

れ
る
（『
復
古
記
』
第
七
冊
）。

静
岡
市
葵
区
の
宝
泰
寺
に
残
る
「
壮
士
之
墓
」
は
、
明

治
二
年
（
一
八
六
九
）
九
月
に
建
て
ら
れ
た
、
美
加
保
丸

関
係
者
一
二
名
の
追
悼
碑
で
あ
る
。
慶
応
四
年
八
月
の
沈

没
時
の
死
亡
者
の
み
な
ら
ず
、
明
治
二
年
の
死
亡
日
が
記

さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
病
死
者
な

ど
を
含
む
ら
し
い
。
一
二
名
の
一
人
と
し
て
、「
高
野
熊
之

助
忠
雄
　
明
治
元
年
戊
辰
十
月
十
六
日
　
享
年
二
十
五
」

と
彫
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
死
ん
だ
日
付
や
諱
が
判
明
す
る
。

一
二
名
中
、
同
じ
日
付
は
染
谷
菅
八
郎
忠
彰
・
二
四
歳
、

村
井
雄
三
郎
当
斎
・
二
四
歳
に
も
あ
り
、
三
人
は
同
時
に

斬
殺
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
藩
の
公
式
記
録
で
は
、
処

罰
の
申
し
渡
し
の
際
に
手
向
か
っ
た
た
め
、
高
野
・
染
谷

の
二
人
が
討
ち
果
た
さ
れ
た
と
す
る
（『
徳
川
脱
藩
人
事

典
』
追
加
・
訂
正
版
）。
高
野
・
染
谷
ら
は
処
刑
さ
れ
た
の

だ
と
す
る
文
献
も
あ
る
が
（
漆
畑
弥
一
『
静
岡
市
伝
馬
町

誌
』、
一
九
七
七
年
、
静
岡
市
伝
馬
町
報
徳
社
）、
江
原
の

回
想
の
ご
と
く
、
突
発
的
な
出
来
事
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

江
原
は
明
治
元
年
一
〇
月
二
一
日
に
陸
軍
御
用
重
立
取

扱
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
沼
津
か
ら
駿
府
（
ま
だ
静
岡
で

は
な
い
）
に
行
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
少
参
事

の
任
命
と
い
う
の
は
記
憶
違
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

数
日
前
に
高
野
が
殺
害
さ
れ
た
と
の
事
実
を
知
っ
た
の
で

あ
る
。�

（
樋
口
雄
彦
） 

壮士之墓
静岡市葵区・宝泰寺

左側面に高野熊之助忠雄の名が彫られ
ている。基台に彫られた建立者の中にも
高野姓があり、遺族かもしれない。



人事異動

令和５年10月31日付で事務補助
員鈴木和香が退職、11月１日付
で事務補助員𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
ました。今後ともよろしくお願
いいたします。

明治の沼津が
　　一目で分るね

「駿河国駿東郡沼津町略図」
明治24年（1891）

沼津機関区
昭和32年（1957）５月22日

沼津駅前通り
昭和初期

富士山とスカンジナビア号
　　　やっぱり絵になるなぁ！

駅北エリアが便利になったね

北口が開設された頃の沼津駅
昭和32年（1957）

扇形の車庫に転車台
　　　　 カッコイイ!!

チンチン電車　乗ってみたい！

「西浦木負　夕照の入江」
「沼津から見た富士山八景」より

平成初期

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
は
全
50
種

１
枚
100
円

当
館
受
付
で
好
評
販
売
中
で
す
！
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